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▲嘉瀬ねぶた愛好会 ▲山道町 

⑩ 金木だより川川川11111111111. ”・ 

短い津軽の夏に汗と 
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▲嘉瀬ねぶた愛好会 
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「母子家庭」「寡婦」「養育費」「父子家庭」に対する各種制度ー覧表 

区 	 分 母子家庭 寡 	婦 養育者 父子家庭 備 	 考 

児童扶養手 当 0
  

x
 

 
0
  

x
 

 

何らかの理由により、父と生計を同じ

くしていない児童を養育している場合

又は父が障害のある場合に、その児童

を養育している母（又は養育者）に対

して児童扶養手当が支給されます 

母子・寡婦福祉資金 0
  

0
  

△
  x

 
 

母子家庭‘寡婦に対し、経済的自立の 

助成と生活意欲の助長を図るため、各

種資金の貸付を行っています 

「事業開始資金」 「事業継続資金」 

「就職支度資金」 「就学支度資金」 

「修業資金」 「技能習得資金」 「療養

資金」 「生活資金」 「住宅資金」 「転

宅資金」「結婚資金」「児童扶養資金」 

「修学資金」等があります 

介護人派遣事業 0
  

0
  

0
  

0
  

一般的な傷病のため日常生活を営む上

で支障があり、かっ介護を行う者を得

ることが困難な方に対し、無料で介護

人を派遣し、必要な介護及び保育等を

援助する制度です 

母 子 家 庭 等

医療費給付事業 0
  

x
 

 
0
  

x
 

 

母子家庭の母及び児童の医療費の負担

を軽減することにより、母子家庭の福

祉の増進を図るため、医療費の助成を

する制度です（10月1日から実施） 

遺児等援護対策事業 0 0 0 0 
母子・父子家庭の児童を励まし、その 

健全な育成を願うため、入学・卒業等 

に際し、祝い金等を支給する制度です 

母子福祉 

センタ一利用 0
  

0
  

x
 

 x
 

 

母子家庭の母及び子又は寡婦の方々か

らの各種の相談に応じ、将来経済的に

自立していくための生業指導を行って

います 

母子休養ホーム利用 0 x x x 
母子家庭の方々が、レクリエーション

その他休業のために利用できる施設で

す 

※〇印にっいては、ほぼ全員が該当、△印にっいては、条件に合致した場合のみ該当、×印は該当しません 

「母子家庭」 〇配偶者と死別した女子であって、現に婚姻をしていないもの 

0離婚した女子であって、現に婚姻をしていないもの 

0配偶者の生死が明らかでない女子 

0配偶者から遺棄されている女子 

0配偶者が海外にあるためその扶養を受けることができない女子 

0配偶者が精神又は心身の障害により長期にわたって労働能力を失っている女子 

0配偶者が法令により長期にわたって拘禁されているためその扶養を受けることができない女子 

0婚姻によらないで母となった女子であって、現に婚姻をしていないもの 

「寡 婦」 0配偶者のない女子であって、かつて配偶者のない女子として民法第877条の規定により児童を扶 

養していたことのあるもの 

「養育者」 0父及び母がいない子供を養育しているもの 

「父子家庭」 0母子家庭等の定義に準ずる 
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だ
け
で
も
楽
し

い
も
の

ー
 

（
 
特
に
季
節
の
食

べ
物
が
豊
富
な
秋
 

《
 
は
 
さ
ま
ざ
ま
な
旬
を
味
わ
『つ
》〕
 

い
ま
は
ご
ち
そ
う
と
な
っ

た
炊

き
込
み
ご
飯
で
す
が
、
昔
、
米
が
 

か
て
め

L
 

貴
重
だ
っ
た
時
代
は
「
糠
飯
」
と

い
い
ま
し
た
。
標
と
は
、
「足
し
前

の
食
べ
物
」
と
か
 
「雑
炊
」
 
と
い

う
意
味
で
、

米
に
何
か
を
混
ぜ

て

か
さ
を
増
や
し
た
方
苦
肉
の
料

理
4
 

だ
っ
た
の
で
す
。
 

こ
の
ほ
か
、
千
し
芋
や
大
根
の
 

一
 

て
炊
き
込
ん
だ

り
し
ま
す
。
 

こ
れ
ら
も
、
 い
ま
で
は
健
康
食

品
と
し
て
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
炊
き
込

み
ご
飯
の
な
か
で
も
、
 

い
ろ
い
ろ
な
具
を
入
れ
た
五
目
飯

は
、
栄
養
の
バ

ラ
ン
ス
が
い
い
の

で
、
家
庭
料
理
の
お
勧
め
メ
ニ
ュ
 

ー
で
す
。
 

と
こ
ろ
で
、

食
事
の
栄
養
バ
ラ
 

ン
ス
で
す
が
、
最
近
の
日
本
人
の
 

食
事
は
、
魚
や
海
藻
な
ど

の
水
産

物
の
割
合
が
減
っ

て
き
て
い

ま
す
。
＋
月
は
 
「魚
食
普
及

月
間
」
で
す
。
秋
か
ら
冬
に

か
け
て
は
、
魚
の
お
い
し

い

季
節
 
成
人

病
な
ど
を
予

防
し
、
健
康
を
保
持
・
増
進

さ
せ
る
食
品
と
し
て
見
直
さ

れ
て
い
る
魚
介
類
に
、
も
っ
 

と
親
し
ん
で
み
た
い
も

の
で
す
ね
。
 

平
成
二
年
末
現
右
、
わ
が
国
の
腎

不
全
に
よ
る
透
析
患
者
は
＋
万
人

を

超
え
、
さ
ら
に
、
毎
年
七
千
人

ず
つ

増
加
し
て
い
ま
す
。
病
気
の
症
状
な

ど
に
、
「軽

い
」
「重
い
」
が
あ
り
ま
す

が
、
腎
臓
の
機
能
が
極
度

に
弱
ま
っ

た
腎
不
全
の
患
者
さ
ん
は
、
生
命
を

維
持
す
る
た
め

に
、
人
工
透
析
を
定

期
的
に
受
け
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
 

多
く

の
患

者

さ
ん
が
 

腎
移

植
を

待
ち

望
ん
で
い

る
 

こ
う
し
た
腎
不
全
を
完
全

に
治
す

治
療
方
法
は
、
現
代
の
医
学
で
は
腎

臓
移
植
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
し
て
、
 

多
く
の
患
者
さ
ん
が
、

腎
臓
移
植
を

待
ち
望
ん
で

い
る
の
で
す
。
 

腎
臓
移
植
は
、
欧
米
諸
国
で
は
広
 
 

く
行
わ
1
1て
い
ま
す
。
特
に
、
ア
メ

リ
カ
で
は
年
間
約
一
万
例
を
数
え
、
 

そ
の
成
功
率
も
年
々
向
上
し
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
移
植
さ
れ
た
四
分
の

三
の
腎
臓

は
、
遺
体
か
ら
提
供
さ
れ

た
も
の
で
す
。
「献
腎
」
が
広
く
普
及

し
て
い
る
ア
メ
1
1カ
で
は
、
死
後
、
 

腎
臓
病
で
困
っ
て
い
る
人
た
ち
に
、
 

腎
臓
を
提
供
す
る
シ

ス
テ
ム
が
整
っ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
う
し

た
腎

臓
提
供
者

に
よ
っ
て
、
多
く
の
患
者

が
救
わ
れ

て
い
る
の
で
す
。
 

満
六
十
五
歳
以

下
の
方
な
ら

だ
れ
で

も
登
録
で

き
ま
す
 

日
本
で
も
腎
臓
移
植
が
行
わ
れ

て

き
ま
し
た
が
、
平
成
元
年
末
ま
で
に

約
七
千
件
、
年
間
で
も
約
七
百
件
し
 
 

か
移
植
手
術
が
行
わ
れ

て
い
ま
せ
ん
。
 

し
か
も
移
植
さ
れ
た
腎
臓
の
過
半
数

は
、
遺
体
か
ら
の
も

の
で
は
な
く
、
患

者
の
肉
親

（
親
子
や
兄
弟
な
ど

）
か
ら

の
生
体
腎
臓
移
植
に
よ
る
も
の
で

す
。
 

も
し
、
あ
な
た
が
腎

不
全
患
者
へ

の
移
植
の
た
め
、
死
後
に
腎
臓
を
提

供
し
た
い
と
お
考
え

に
な
っ
た
と
き

は
、
腎
臓
バ
ン
ク
の
登
録
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。
満
六
十
五
歳
以
下
の
方

な
ら
、
だ
れ
で
も
登
録
で
き
ま
す
。
 

腎
臓
提
供
登
録
申
し

込
み
書
に
、
所

要
事
項
を
記
入
し
、
署
名
し
て
登
録

す
る
シ

ス
テ
ム
で
す
。
 

詳
し

い
こ
と
は
、
各
都
道
府
県
の

保
健
・
医
療
担
当
課

（
腎
不
全
対
策

担
当
）
、
ま
た
は
腎
臓
バ

ン
ク
へ
お

間
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
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献
腎
 
愛
と
健
康
の
贈
り
も
の
 

十
月
は
「
腎
移
植
推
進
月
間
」
 

一
 
と
が
で
き
ま
す
。
 

）
 

秋
と

い
え
ば
マ
ツ
タ
ケ
で
 

ー
 す
。
 マ
ツ
タ
ケ
は
炊
き
込
み

一
 
ご
飯
の
力
王
者
4

で
す
が
、
 

一
 
ほ
か
に
も
シ
メ
ジ
や
マ
イ
タ
 

ー
 
ケな
ど
、
 い
ろ
い
ろ
な
キ
ノ
 

ー
 
コ
ご
飯
が
楽
し

め
ま
す
o

栗

一
 
や
芋
、
ギ
ン
ナ
ン
な
ど
を
入

一
 れ
て
も
い
い
で
す
ね
o
 

炊き込みこ飯 

一
 
葉
の
干
し
た
も
の
、
ア
ワ
や
ヒ
エ
、
 

一
 山
菜
な
ど

の
雑
穀
も
、
米
に
混
ぜ
 

）
 

r、
ー
、
ー
ー
ー
ー
ー
ー
・‘
ー
ー
・
ー
ー
ー
ー
ー
ー
‘
ー
ー
 

腎
臓
バ
ン
ク
の
登
録
に
ご
協
力
を
 



8 月届出分 

戸籍の窓 

現
在
悪
性
腫
癌
の
発

病
に
対

し
て
、
関
連
が
あ
る
と
思
わ
れ

る
食
物
、
環
境
要
因
、

そ
の
他

が
幾

つ
か
言
わ
れ
て
は
い
る
も

の
の
原
因
不
明
の
も
の
が
殆
ん

ど
の
た
め
完
全
な
る
予
防
と
い

う
も
の

は
不
可
能
と
思
わ
れ
ま

す
。
そ
こ
で
擢
患
し
た
際
に
克

服
す
る
た
め

に
は
、
ま
だ
早
期

の
う
ち
に
発
見
し
、
根
治
療
法

を
受
け
る
こ
と
に
尽
き
る
と
思

い
ま
す
。
 

悪
性
腫
痛
と
い
う
も

の
は
体

の
あ
ら
ゆ
る
部
位
に
で
き
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
勿
論
部
位

に
よ
っ
て
頻
度
の
差
は
か
な
り

あ
り
ま
す
が
、
我
々
が
日
常
診
 
 

療
で
よ
く
み
ら
れ

る
も
の
を
羅

列
し
た
だ
け
で
胃
癌
、
肺
癌
、
 

肝
癌
、
大
腸
癌
、
弾
癌
、
胆
嚢

癌
、
胆
管
癌
、
食
道
癌
、
腎
癌
、
 

前
立
腺
癌
、
皐
丸
腫
蕩
、
副
腎

腫
痛
、
子
宮
癌
、
卵
巣
癌
、
勝

耽
癌
、
乳
癌
、
甲
状
腺
癌
、
喉

頭
癌
、
上
顎
癌
、
舌
癌
、
皮
膚

癌
、
骨
肉
腫
、
眼
腫
蕩
、
白
血

病
、
悪
性
リ

ン
パ
腫
、
多
発
性

骨
髄
腫
、
他
に
必
ず
し
も
悪
性

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
脳
腫
蕩
等
、
 

か
な
り
の
種
類
が
あ
り
ま
す
。
 

こ
の
う
ち
体
表
か
ら
見

え
る
乳
 

・

舌
・
皮
膚
は
自
分
で
観
察
し
、
 

異
常
が
あ
れ
ば
病
院
を
受
診
と

い
う
こ
と
が
で

き
ま
す
が
、
内

臓
の
場
合
は
外
部
か
ら
見
え
な

い
た
め
自
分
だ
け
の
判
断
で
早

期
発
見
と
い
う
の

は
不
可
能
で

す
。
そ
の
た
め
に
は
自
覚
症
状

の
な
い
う
ち
か
ら
積
極
的
に
検

査
を
受
け
る
こ
と
を
勧
め
ま
す
。
 

自
覚
症
状
が
現
わ
れ
て
か
ら
は
も

う
既

に
進
行
し
て
い
て
処
置
の

し
よ
う
が
な
く
な
っ

て
い
る
一
」
 

と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。

集
団
検

診
或
い
は
か
か
り
つ
け
の
病
院

で
の
検
査
を
普
通
は
年
に
1
回

は
受
け
る
よ
う
に
す

る
と
良
い

で
し
ょ
う
。
現
在
実
施
さ
れ
て

い
る
検
診
或
い
は
人
間
ド
ッ

ク

で
は
正
直
言
っ
て
す
べ

て
の
部
 
 位

の
検
査
を
行
っ

て
い
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

胃
・
肺
 

・

肝
・
大
腸
・
騨
・
胆
嚢
・
食

道
・
腎

・
前
立
腺
・
子
宮
・
乳
 

・

甲
状
腺

・
血
液
は
カ
バ
ー
で

き
ま
す
。
 

お
め
で
と
う
 

山
中
 
早
織

（
長
）
金
 
木

角
田
 
和
也
（
登
 

金
 
木

工
藤
 
章
広
（
幹
行
）
嘉
 
瀬

近
藤
 
隆
土
（
武

）
喜
良
市

須
藤
 
愛
子
（
貢
央
）
金
 
木

平
川
 
卓
弥

（
亮
治
）
嘉
 
瀬

岡
田
 

駿
（
満
明
）
喜
良
市

米
谷
 
恵
梨
（
洋

一
）
金
 
木

吉
崎
 
捌
太

（
強

）
嘉
 
瀬
 

お
し
あ
わ

せ
に
 

、
大
高
 
喜
芳
（
喜
久夫
）
弘前
市
 

》
泉
谷
 
歩
美
（
唯
男
）
川
 
倉
 

睦
（
三
蔵
）秋
田
県

い
み
（
義
美
）喜
良
市

孝
文
（
貞
男
）
岩
手
県

美
賀
（
慎
一
）
金
 
木

司
（
直
光
）
金
 
木

道
子
（
節
郎
）
宮
城
県
 

、
山
内
 
紀
明
（
政
太郎
）
浪
岡町
 

〈
白
川
奈
津
子
（
義
則
）
喜
良
市
 

お
く
や

み
 

相
馬
江
津
雄
（
6
9歳
）
嘉

白
川
 
さ
だ

（
7
8歳
）
金

松
川
 
ヲ

ョ

（
7
1歳
）
嘉

秋
元
安
五
郎

（
8
2歳
）
金

今
 

ナ
ョ

（
7
9歳
）
金

田
中
雄
太
郎

（
7
9歳
）
金
 
 

大
橋
ミ
チ
ョ
（
8
7歳
）
金

秋
元
 
タ
ナ
（
8
5歳
）
嘉

吉
田
長
三
郎
（

8
7歳
）
蒔

仙
場
 
定
末
（
7
8歳
）
金

小
林
勇
太
郎

（
8
5歳
）
金

工
藤
曹
希
郎
（
8
6歳
）
嘉

小
林
 
長
太

（
8
7歳
）
金

秋
元
 
金
作

（
8
6歳
）
蒔
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金木病院カルテ⑩ 

「悪性腫蕩の早期発見」 
について 

内科医長小石 陽― 
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賢I 
か ず や 

和 也ちゃん 

7 月26日生まれ

体重 3, 260g 

金木 朝日町

角田 登さんの長男 

さ お り 

早 織ちゃん 

7 月26日生まれ

体重 3,116g 

金木 旭ケ丘団地

山中 長さんの長女 
田 木 瀬 木 木 田 瀬 木 
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